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まえがき

　平成１６年２月１４日付の朝日新聞（朝刊）で掲載された氷河後

退の写真は衝撃的なものであった。南米大陸南端のパタゴニア

で、１世紀たらずで氷河が大きく後退している写真を、国際環

境団体グリーンピースが公表したのだ。

　パタゴニアでは年間東京ドーム３万４千個分に相当する４２立

方キロメートルの氷が失われつつあり、気候変動がその原因で

あると記事では紹介していた。

　いままで温暖化といっても他人事のように感じていたが、こ

のときばかりは身近に押し迫り目を覚まされる思いであった。

環境教育のことを真剣に考えなければいけないと痛切に感じさ

せられた。

　環境教育は学校教育の中でも重要であるといわれている。し

かし受験体制の中で、教科書の難しい内容と盛りだくさんのペ

ージを相当な速さで進めないと時間不足を招き、受験に対応で

きないのが現実である。このような状況の中で環境教育のため

の時間を確保して授業を行うのは難しいが、生物の場合には生

態分野で関連づけて実践できる。とくに環境教育を考える視点

として生態系の概念が大切である。この生態系を学習するには

身近な自然が最も有効であると考え、教材化を行い、授業実践

してきた。

　なぜ今、身近な自然なのか。

　現在、問題になっている地球環境問題は、生態系の要因であ



る無機的環境といわれる水、大気、土壌、太陽光などの破壊で

あり、またもう一方の生態系の要因である生物的環境といわれ

ている熱帯林の破壊、野生生物の減少などである。このように

最近、地球レベルでの生態系の破壊が問題になっている。

　この生態系の概念を理解するには、教科書に出てくる知識だ

けではどうしても抽象的な理解に終わり、広がりと深まりを持

たせることが難しいと感じている。そこで身近な自然に直接触

れさせ、野外観察を一つの手がかりにして教材化した資料を用

いると、興味や関心の度合いも強く、生態系は無機的環境や生

物的環境がバラバラに存在するのではなく、有機的に結びつい

ているということを食物連鎖などを突破口にして展開すること

ができた。教科書だけで実践していたときは平板な感じがして

いたが、身近な教材を利用した場合には驚きや感動をもって生

態系のしくみや成り立ちを理解させることができたと思う。

　また環境問題を考えていくとき、生態系のしくみや成り立ち

を理解しただけでは人間とのかかわりが見えてこない。実際、

人間の活動が生態系に計り知れないほどの莫大な悪い影響力を

加えている。たとえば地球温暖化、オゾン層の破壊、環境ホル

ホン、酸性雨などと枚挙にいとまがないほどである。そこで人

間と生態系の関係を理解できるようにゴミの問題を取り上げて

考えさせた。

　ゴミ問題は札幌市でも力を入れ、燃えるゴミを減らし、少し

でも二酸化炭素の排出量を減少させ、地球温暖化防止に協力で

きるようにパンフを作成して呼びかけている。授業でもこのパ

ンフを利用して、地球環境問題の解決のためにはささいなこと
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でもいいから行動することの重要性を訴えた。たとえばゴミの

分別などを心がけて実践すれば、二酸化炭素の排出量の減少に

結びつき、温暖化防止に協力できることを説明した。

　現実には、人間は自然を利用しないでは生きていくことがで

きないので、今後どのようにすれば自然と人間が共存できるか、

生態系を含めたあらゆる観点から人間の開発が地球環境に対し

てどのような影響が表れるのか、先々まで見通して行われなけ

ればならない時期に来ていることを実感している。

　今回の実践のように、身近な自然は環境問題を思考する際の

基礎的素養である生態系のしくみや成り立ちを理解するにはと

ても有効である。

　この本が身近な自然を利用したりするときに役に立てれば幸

いである。
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はじめに

　最近、理科嫌いが進んでいるとよく話題になったりしている。

とくに生物教育の場合には、その要因として、実験や野外観察

などをおろそかにし、教室での授業中心に進め、知識を一方的

に伝達するというやり方に重点が置かれ、断片的な理解で終わ

ってしまっていることがあげられる。そのため、生物の不思議

さや神秘さを感じさせ、興味・関心を抱かせることができず、

それが生物嫌いにさせているように思う。

　本来、子供たちは昆虫を採取したり、理科に関する実験をし

たり、理科好きなのである。この点を教える側が創意工夫をし

て生徒を引きつけていかなければならない。

　しかし生徒と接していて、とくに感じさせられることがある。

それは昆虫嫌いが多いことである。生徒に聞いてみると「小さ

い頃、野外で昆虫採集をしたり、昆虫に興味・関心を持って図

鑑などで調べたりすることがなかった」という返事が返ってく

ることが多い。そのため、生物に対する理解も表面的なものと

なり、気持ち悪いという感情が先に立ったりすることが生物嫌

いの一つの原因になっているように思う。

　このような状況を克服したいと思い、とても不思議な生活史

（生態）や、驚くべき極低温にも耐えられるという耐凍性や最

後まで集団を崩さないという性質を持っていて、個体群の変化

を調査するには最適なエゾシロチョウに注目した。そこで今回

「エゾシロチョウの生活史（生態）」「エゾシロチョウを中心と



した生態系」「エゾシロチョウの個体群の変化のしくみ」およ

び「エゾシロチョウの耐凍性のしくみ」という面から取り上げ

教材化を試みた。

　この教材を通じて「生命の尊さ」「自然界のつりあい」およ

び「不思議な耐凍性のしくみ」などを学ばせたり、理解させた

りすることによって生物を総合的な視点で捉え、生物に興味・

関心を示したりすることによって、昆虫を感情的に気持ち悪い

と避けたがる感情を少しでも取り除くことができればと信じて

実践した。

　昆虫などの生物に関心を持つことが環境問題を考えたりする

第一歩であり、このような実践がそのきっかけになればうれし

い。またエゾシロチョウという昆虫を通して、生態系のしくみ

を理解し、この視点から、環境問題などに興味・関心を持ち、

考えることのできる生徒を育てたいというのが今回の実践のね

らいである。 

14

越冬巣、シロチョウ科では特異的
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羽化直後、交尾中のひとつがい、下になっているのが雄



１．教材Ｉ『エゾシロチョウの生活史（生態）」

ねらい

　エゾシロチョウは同じシロチョウ科のモンシロチョウとは異

なり、冬期には越冬巣を構築し集団で越冬するという特異的な

生態を持っている。この生活史を３７枚のスライド写真で紹介す

る。また分布図、蛹化の時間帯、蛹期の寄生バチによる被害率、

産卵行動、羽化の時間帯、産卵数などの面から調査したものを

資料にして生態をより深く理解させ、興味・関心を持たせられ

るように心がける。

　また多様な天敵や厳しい寒さという環境の中でわずか１～

２％の生存率である。しかし綿々と種族を存続させている。こ

のような側面を通して、生命の尊さやすばらしさを感じ取るこ

とができる感受性を養わせたい。この感受性は他の生物や自然

に対しても同じように生命の尊さやすばらしさを感じ取ること

ができるし、現在問題になっている環境問題に対しても、関心

を示し、気づいてくれる素養になると思う。

指導方法

　教科書（東京書籍Ｐ２５０～２６０）の「個体群とその変動」とい

う章で実際の個体群の例として、上のねらいをも理解させられ

るように、スライド写真や生態に関する資料を用いて３０分程度

で紹介した。 
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